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１．はじめに
２．メンバーの流動性と新規性
３．年をとると収益性が落ちるのか
４．イノベーションのジレンマは問題にはならな

い

５．流動性を上げると低い水準にとどまるイノベ
ーション

６．終わりに
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　人材の流動性の上昇は、イノベーションにどのような影響を与えるだろう。これは、長期的な雇用慣行が変化
していく中での日本企業を考える上で重要になる。これまでの研究から、流動性の上昇は、チームレベルや企業
レベルでのイノベーションを促進することが明らかになっている。更に、流動性が十分に高まれば、イノベーシ
ョンのジレンマも社会的には大きな問題とはならなくなる。しかし、流動性が高まっていくと、イノベーション
の重要な源泉である汎用性の高い技術が育たなくなる可能性がある。
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